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企画に当たって

識者に問う

職業訓練・リカレント教育を
「生涯学習」に位置づけよ

わたしの構想

職業訓練・リカレント教育は、ここ数十年にわたり、重要課題とされてきたが、
その効果は限定的なものにとどまっている。
社会や技術の変化に適応した、実効性ある仕組みにするには、何が必要か。
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職業訓練・リカレント教育は、ここ

数十年にわたり、重要課題とされて

きたが、その効果は限定的なものに

とどまっている。

職業訓練やリカレント教育の積極的

な活用が進まないのはなぜか。

実効性ある仕組みにするには、何が

必要か。

5名の識者に、海外や日本の先進的

な取り組みを聞いた。

職業訓練・リカレント
教育を「生涯学習」に
位置づけよ



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
が
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
人
が
仮
に
定
年
ま
で
勤
め
た
と
し

て
も
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
働
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
を
巡
る
環
境
変
化
は
速
く
な
っ
て
お

り
、
自
発
的
に
転
職
を
す
る
人
の
数
も
増
え
て
い
る
し
、
他
方
、
働
く
企
業
や
産
業
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
人
も
増
え
て
い
る
。
既
に
、

一
つ
の
企
業
で
ず
っ
と
働
き
続
け
る
の
が
当
た
り
前
、
と
い
う
社
会
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
中
で
、
新
し
い
仕
事
内
容
や
新
し
い
企
業
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
を
身
に
着
け
る
た
め
の
教
育
、
い
わ
ゆ
る
「
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
」
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
環
境
に
適
応
し
て
十
分
に
活
躍
を
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
新
た
な
ス
キ

ル
や
知
識
を
身
に
着
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
だ
。
た
と
え
同
じ
企
業
で
働
き
続
け
る
に
し
て
も
、
そ
の
会
社
の
中
で
十

分
に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
長
期
雇
用
が
前
提
で
、
能
力
開
発
を
企
業
内
教
育
や
企
業
内
訓
練
に
頼
っ
て
き
た
た
め
に
、
職
業
訓
練
や
リ

カ
レ
ン
ト
教
育
の
重
要
性
は
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
必
要
な
の
か
が
十
分
に
議
論
さ
れ
て
お
ら
ず
、

皆
が
様
子
見
に
近
い
状
態
に
あ
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
号
の
「
わ
た
し
の
構
想
」
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
に
注
目

し
て
仕
組
み
作
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
か
、
何
に
着
目
し
、
仕
組
み
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
す
れ
ば
良
い
の
か
に
つ
い
て
、
こ
の
分
野

に
つ
い
て
高
い
知
見
を
お
持
ち
の
内
外
の
専
門
家
の
方
々
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
つ
い
て
は
、
北
欧
の
政
策
が
先
行
事
例
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
菅
沼
隆
立
教
大
学
教
授
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
職

業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
労
使
が
共
同
で
作
成
し
、
運
営
面
で
も
民
間
の
労
働
組
合
と
経
営
者
団
体
が
参
画
し
て
い
る
実
態
を
説

明
し
て
い
る
。
職
業
訓
練
で
新
し
い
資
格
を
習
得
す
れ
ば
、
待
遇
の
よ
い
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
点
が
日
本
と
大
き
く
異
な
る
と
し

て
、
日
本
の
労
使
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
労
働
市
場
を
ど
の
よ
う
に
再
編
し
て
い
く
の
か
、
新
し
い
労
使
関
係
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ

き
な
の
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
て
い
な
い
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ウ
ル
リ
カ
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル
ン
ド
Ｔ
Ｒ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
部
長
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
再
就
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
非
営
利
民
間
組
織
Ｔ
Ｒ
Ｒ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
解
雇
や
レ
イ
オ
フ
対
象
者
へ
の
移
行
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
、
そ
の
実
態
を
説
明
し

て
い
る
。
本
人
が
自
律
的
に
キ
ャ
リ
ア
選
択
を
で
き
る
よ
う
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
と
も
に
、
求
人
情
報
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
や
個
人
指
導
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
最
長
二
年
の
支
援
期
間
中
、
解
雇
前
所
得
の
七
〇
％
の
金
銭
援

助
に
加
え
て
教
育
に
短
期
の
補
助
金
が
出
さ
れ
る
等
の
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
、
労
働
協
約
に
基
づ
く
保
険
料
収
入
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
仕
組
み
の
説
明
も
さ
れ
て
い
る
。

労
使
が
参
画
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
反
映
せ
よ

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教
授

༄

ൣ
೭

職
業
訓
練
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

新
た
な
枠
組
み
作
り
を

―
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
へ
の
対
応
急
げ
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用
意
さ
れ
て
い
て
、
受
講
生
か
ら
高
い
満
足
度
を
得
て
い
る
と
い
う
。
大
学
が
提
供
で
き
る
基
礎
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
身
に
着

け
る
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
し
て
、
自
治
体
や
地
元
企
業
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
基
礎
的
な
学
び
を
、
地
域
に
根
差

し
た
大
学
が
提
供
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
で
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
具
体
的
に
行
っ
て
い
け
ば
良
い
か
、
ま
だ

ま
だ
手
探
り
に
近
い
状
態
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
重
要
性
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
否
定
し
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
内
外
の
有

意
義
な
取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
、
必
要
と
さ
れ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
実
現
し
て

い
く
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。

　

ス
キ
ル
ズ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ン
副
最
高
経
営
責
任
者
は
、
生
涯
学
習
に
関
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

行
っ
て
い
る
意
欲
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
労
働
力
の
減
少
に
よ
る
人
口
の
高
齢
化
が
深
刻
で

あ
り
、
教
育
・
訓
練
シ
ス
テ
ム
を
、
一
生
を
通
じ
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
も
の
に
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
に
も
、
や
は
り
政
府
、
産
業
団
体
、
労
働
組
合
等
の
複
数
の
利
害
関
係
者
に
よ
る
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
に
な
る
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
が
始
め
た
、
四
年
間
の
学
士
号
を
取
得
し
た
学
生
が
、
そ
の
後
二
〇
年
間
、
大
学
に
戻
っ
て
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
で
き
る
仕
組
み
等
、
興
味
深
い
取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
辰
巳
哲
子
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
ま
だ
ま
だ
学
習
に
投
資
す
る
時
間

や
金
銭
に
見
合
っ
た
、
効
果
や
リ
タ
ー
ン
が
見
え
に
く
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
が
社
会
人
の
学
び
・
学
び
直
し
が
な
か
な
か
進
ま

な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
実
際
の
仕
事
で
活
用
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
」
の
職
業
訓
練
・
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
に
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
自
分
に
ど
ん
な
学
び
が
必
要
な
の
か
、
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
使
え
ば
よ
い
の
か
を
示
し
て
推
薦
し
て

く
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を
提
示
し
て
い
る
。

　

桐
原
武
文
茨
城
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
講
師
は
、
茨
城
大
学
が
二
〇
一
九
年
度
か
ら
始
め
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹

介
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
地
元
企
業
や
自
治
体
と
個
別
に
調
整
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
み
上
げ
る
コ
ー
ス
が

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
、「
学
び
」
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
現
場
か
ら
取
り
組
み
を

柳
川
範
之
（
や
な
が
わ
・
の
り
ゆ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
経
済
学
）（
東
京
大
学
）。
専
門

は
契
約
理
論
、
金
融
契
約
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
議
員
。

人
生
一
〇
〇
年
時
代
、
急
速
な
事
業
環
境
の
変
化
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
重
要
性
、
北
欧
の
先
行
事
例
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
、
地
域
・
現
場
で
の
取
り
組
み

07 06No. 52—2021年 2月わたしの構想



識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

職
業
訓
練
や

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

積
極
的
な
活
用
が
進
ま
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

実
効
性
あ
る
仕
組
み
に
す
る

に
は
、
何
が
必
要
か
。

インタビュー実施：2020 年 12 月
聞き手：関島梢恵（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、北島あゆみ（同）
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地域のニーズに応じた学びを、
大学が提供する
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リクルートワークス研究所 主任研究員辰巳哲子
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立教大学経済学部 教授菅沼隆
政労使共同で作られる、
デンマークの職業訓練プログラム
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識
者
に
問
う

職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
積
極
的
な
活
用
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
実
効
性
あ
る
仕
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊
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ੁ
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ོ

立
教
大
学
経
済
学
部 

教
授

ン
マ
ー
ク
は
、
柔
軟
性
の
高
い
労
働
市
場
の
整
備
（flexibility

）
と
、
社
会
保
障
に
よ
る
労
働
者
保

護
（security

）
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
フ
レ
ク
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
実
効
性
が
高
い
と
さ
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
職
業
訓
練
で
あ
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
特
徴
は
労
使
共
同
で
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
点
に
あ
る
。
労
使
の
代
表
か
ら

な
る
政
府
の
職
業
訓
練
審
議
会
で
、
今
後
の
デ
ン
マ
ー
ク
経
済
に
と
っ
て
必
要
な
技
能
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
を
検
討
し
、
職
業
訓
練
の
指
針
を
常
に
見
直
し
て
い
る
。
そ
の
指
針
を
受
け
て
、
地
域
の
職
業
訓
練
校
は
、

労
働
組
合
と
経
営
者
団
体
が
共
同
し
て
、
職
業
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
に
よ

り
、
新
し
く
必
要
な
技
能
を
発
見
し
、
そ
れ
に
相
応
し
い
能
力
の
開
発
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

労
使
共
同
は
、職
業
訓
練
学
校
の
運
営
に
も
貫
か
れ
て
い
る
。
職
業
訓
練
学
校
の
多
く
は
基
礎
自
治
体（
コ

ム
ー
ネ
）
が
有
す
る
公
立
施
設
で
あ
る
が
、
理
事
会
に
は
労
使
か
ら
役
員
が
参
加
し
て
い
る
。
労
使
が
共
同

で
作
成
し
た
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
習
得
さ
れ
た
技
能
は
、
労
働
市
場
で
公
正
に
評
価
さ
れ
る
。

　

労
働
者
に
と
っ
て
も
、
職
業
訓
練
で
新
し
い
資
格
を
習
得
す
れ
ば
、
待
遇
の
よ
い
職
業
に
就
く
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
訓
練
を
受
講
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
強
い
。
訓
練
の
実
績
を
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
な
の
は
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
や
経
験
を
客
観
的
な
指
標
で
表
し
て
賃
金
を
評
価
す
る
職
務
分
析
を
、
労
使

で
開
発
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
訓
練
を
受
け
て
い
る
間
は
生
活
保
障
の
手
当
て
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
も
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
職
業
訓
練
は
、「
民
間
活
力
」
が
重
視
さ
れ
、
民
間
の
専
門
学
校
に
委
ね
ら
れ

る
傾
向
が
強
く
、
労
使
が
共
同
で
社
会
的
に
必
要
な
技
能
を
開
発
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
習
得
さ
れ
た
技

能
が
、
労
働
市
場
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
不
確
実
性
が
高
い
。
ま
た
、
公
共
職
業
訓
練
学
校
の
規

模
は
小
さ
く
、
運
営
に
労
使
の
関
与
は
弱
い
。
こ
の
た
め
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
更
新
頻
度
も
少
な
く
、
経
済

社
会
の
変
化
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
技
能
訓
練
が
弱
い
。
こ
の
根
源
は
、
日
本
の
労
使
が
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
労
働
市
場
を
ど
の
よ
う
に
再
編
成
し
て
い
く
の
か
、
新
し
い
労
使
関
係
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
な
の

か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
で
き
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
年
功
序
列
、
終
身
雇
用
、
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
基
軸
に
し
て
き
た
日
本
的
雇
用
慣
行
が
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
労
使
共

同
で
、
ど
の
よ
う
な
労
使
関
係
・
ど
の
よ
う
な
労
働
市
場
を
構
築
し
て
い
く
の
か
を
、
大
局
的
に
議
論
す
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
。
専
門
は
社
会
政
策
。
新
た
な
福
祉
国
家
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
る
デ
ン
マ
ー
ク
を
題
材
と
し
て
研
究
し
、

社
会
保
障
制
度
の
再
構
築
や
、
高
福
祉
国
家
を
支
え
る
労
使
関
係
、
経
済
構
造
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
東
京
大
学
大
学
院
修
了
。

経
済
学
博
士
。
信
州
大
学
助
教
授
、
立
教
大
学
助
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
現
職
。
二
〇
一
七
年
～
二
〇
一
九
年
三
月
ま
で
立

教
大
学
経
済
学
部
長
を
務
め
た
。
著
書
に
『
戦
後
社
会
保
障
の
証
言
』（
共
編
著
、
二
〇
一
八
年
、
有
斐
閣
）
他
。

菅
沼 

隆
（
す
が
ぬ
ま
・
た
か
し
）

デ

菅沼隆〔2019〕

社会保障―普遍主義とフレクシキュリティ
『新・世界の社会福祉　第 3巻 北欧』（デンマーク 第 1章）

旬報社

11 10No. 52—2021年 2月わたしの構想



識
者
に
問
う

職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
積
極
的
な
活
用
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
実
効
性
あ
る
仕
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ࣗ

的
な
Ω
Ỿ
リ
Ξ
બ

に
د
Γ
ఴ
い
、

݁
Ռ
Λ
ग़
す


ϧ
リ
カ
ɾ

ϰ
ỹ
ồ
Ϋ
ϧ
ン
υ

Ｔ
Ｒ
Ｒ

ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
部
長

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
雇
用
保
障
協
議
会
「
Ｔ
Ｒ
Ｒ
」
は
、
解
雇
や
レ
イ
オ
フ
の
対
象
者
向
け
に
再
就
職
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
非
営
利
の
民
間
組
織
で
あ
る
。
民
間
企
業
と
労
働
組
合
と
の
間
の
労
働
協

約
に
基
づ
き
、
約
三
万
五
〇
〇
〇
社
の
民
間
企
業
で
働
く
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
労
働
者
お
よ
そ
九
五
万
人
を
カ

バ
ー
し
、
例
年
約
一
万
三
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
、
再
就
職
を
支
援
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｒ
の
強
み
は
、
労
働
者
と
企
業
の
双
方
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
だ
。
人
員
整
理
を
予
定
す
る
企
業
の

人
事
部
や
経
営
陣
と
、
早
い
段
階
で
面
談
を
行
い
、
解
雇
の
実
施
前
か
ら
、
対
象
者
に
キ
ャ
リ
ア
移
行
の
支

援
を
開
始
す
る
。「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
を
信
条
に
、
で
き
る
限
り
早
い
段
階
か
ら
人
員
整
理
に
介
入

す
る
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
要
だ
。

　

移
行
支
援
の
方
法
に
決
ま
っ
た
解
は
な
い
。
転
職
か
、
起
業
か
、
再
教
育
か
。
こ
れ
ら
三
つ
の
道
の
中
か

ら
、
各
個
人
の
希
望
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。
Ｔ
Ｒ
Ｒ
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
本
人
が
主
体

的
に
自
律
し
た
キ
ャ
リ
ア
選
択
が
で
き
る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
特
化
す
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
質
を
維

持
す
る
た
め
、
内
部
に
「
Ｔ
Ｒ
Ｒ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
創
設
し
た
ほ
か
、
コ
ー
チ
ン
グ
専
門
機
関
の
Ｉ
Ｃ
Ｆ

ス（International Coach Federation

、
国
際
コ
ー
チ
連
盟
）
や
、
信
頼
と
動
機
付
け
に
関
わ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
専
門
機
関
のGREAT LEADERS

と
提
携
し
て
い
る
。

　

対
象
者
は
、
最
長
二
年
の
支
援
期
間
中
、
Ｔ
Ｒ
Ｒ
に
集
ま
る
求
人
情
報
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
。
個
人
指
導
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
並
行
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ウ
エ
ビ
ナ

ー
（
ウ
エ
ブ
セ
ミ
ナ
ー
）、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ス
キ
ル
を
高
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
な
ど
の
中
か
ら
、

自
分
の
ニ
ー
ズ
や
状
況
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
。
そ
の
間
の
経
済
的
支
援
の
充
実
ぶ
り
も
魅
力
だ
。

解
雇
前
所
得
の
七
〇
％
の
金
銭
援
助
に
加
え
、
教
育
に
は
短
期
の
補
助
金
や
政
府
の
ロ
ー
ン
も
用
意
さ
れ
、

経
済
的
不
安
を
小
さ
く
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
全
て
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
労
働
協
約
に
基
づ
く
保
険
料
収
入
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
十
分
な
資

金
が
あ
る
こ
と
が
、
Ｔ
Ｒ
Ｒ
に
力
が
あ
る
理
由
だ
。
九
〇
％
以
上
の
人
が
、
支
援
開
始
後
六
か
月
以
内
に
次

の
道
が
決
ま
る
。
多
く
は
前
職
と
同
程
度
か
、
よ
り
高
い
所
得
や
地
位
を
得
て
、
利
用
者
の
満
足
度
は
高
い
。

こ
う
し
て
得
て
き
た
「
信
頼
」、「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」、「
結
果
」
が
Ｔ
Ｒ
Ｒ
の
価
値
と
な
っ
て
い
る
。

Ｔ
Ｒ
Ｒ
ビ
ジ
ネ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
部
長
。
長
年
、
労
働
法
と
交
渉
を
担
当
。
交
渉
部
長
、
地
域
支
所
長
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
幹
部
職
を
一
〇

年
務
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｒ
Ｒ
は
す
で
に
労
働
市
場
に
い
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
再
就
職
支
援
を
専
門
と
す
る
一
方
、
国
営
の
職
業
紹
介
所
は

長
期
失
業
者
や
学
校
を
中
退
し
た
若
年
者
を
主
な
対
象
と
し
、
両
者
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
を
分
け
、
補
完
的
関
係
に
あ
る
。
Ｔ
Ｒ
Ｒ

で
は
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
い
る
。
法
学
修
士
。

専
攻
は
労
働
法
。

ウ
ル
リ
カ
・
ヴ
ィ
ー
ク
ル
ン
ド
（Ulrika W

iklund

）

Susan Fowler〔2014〕

Why Motivating People Doesn't Work ...
and What Does

The New Science of Leading, Energizing, and Engaging
Berrett-Koehler Publishers
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識
者
に
問
う

職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
積
極
的
な
活
用
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
実
効
性
あ
る
仕
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ୈ
࢛
࣍
࢈
業
ֵ
໋
Ͱ
は
、
教
育
ɾ
訓
練
γ
ε
ς
Ϝ
Λ

ủ
ੜ
֔
ֶ
श
Ϟ
σ
ϧ
Ứ
に
す
る
必
要
が
あ
る

Ϛ
Π
έ
ϧ
ɾ
ϑ
Ỹ
ン

ス
キ
ル
ズ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｇ
）

副
最
高
経
営
責
任
者

く
人
に
必
要
な
職
務
や
仕
事
の
ス
キ
ル
は
、
第
四
次
産
業
革
命
で
急
速
に
変
化
し
、
職
業
人
生
を
通

じ
て
約
六
回
更
新
す
る
と
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
労
働
力
の
減
少
に
よ
る
人
口
の
高
齢
化
が
深
刻
な

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
国
民
が
長
く
就
業
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
や
技
能
開
発
が
重
要
だ
。
こ
の
た
め
、

教
育
・
訓
練
シ
ス
テ
ム
を
、
一
生
を
通
じ
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
適
応
で
き
る
「
生
涯
学
習
モ
デ
ル
」

に
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

SkillsFuture

は
、
二
〇
一
四
年
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
運
動
だ
。
先
進

経
済
と
包
摂
的
社
会
を
目
指
し
、
全
て
の
国
民
の
ス
キ
ル
、
情
熱
、
貢
献
を
伸
ば
す
。
過
去
四
〇
年
間
の
人

材
育
成
を
基
盤
に
、
政
府
や
高
等
教
育
機
関
、
雇
用
主
な
ど
が
連
携
し
て
「
生
涯
学
習
モ
デ
ル
」
を
実
現
し

て
き
た
。
例
え
ば
、
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
で
は
、
短
縮
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
式
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
デ

ー
タ
分
析
、
金
融
、
テ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
起
業
家

精
神
、 

先
進
製
造
業
、
都
市
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
八
つ
の
新
興
領
域
の
ス
キ
ル
を
、
三
段
階
の
習
熟
度
別
に

学
べ
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
が
始
め
た
「
四
プ
ラ
ス
二
〇
」
モ
デ
ル
は
、
四
年
間
の
学
士
号

働を
取
得
し
た
学
生
が
、
そ
の
後
二
〇
年
間
、
大
学
に
戻
っ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
。
コ
ー
ス
料
金
の
資
金

援
助
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
二
五
歳
以
上
の
国
民
な
ら
誰
で
も
、
五
〇
〇
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
（
日

本
円
で
約
四
万
円
相
当
）
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
付
与
さ
れ
、
約
二
万
あ
る
教
育
・
訓
練
コ
ー
ス
に
使
用
で
き
る
。

　

国
の
調
査
で
も
、
訓
練
参
加
率
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
コ
ー
ス
へ
の
参
加
者
の
八
割
が
「
訓
練
が
自
分

の
仕
事
に
役
立
っ
た
」
と
考
え
て
い
る
。
成
功
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、
基
礎
的
な
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を

含
め
た
、
裾
幅
の
広
い
ス
キ
ル
習
得
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
電
子
決
済
ア
プ
リ
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ル
の
習
熟
の
機
会
を
、
タ
ク
シ
ー
協
会
の
協
力
を
得
て
約
一
万
人
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
提
供
し

た
。
も
う
一
つ
の
成
功
要
因
が
、
政
府
、
産
業
団
体
、
労
働
組
合
、
企
業
、
教
育
機
関
な
ど
、
複
数
の
利
害

関
係
者
に
よ
る
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
業
界
の
変
革
に
不
可
欠
な
ス
キ
ル
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
開
発
に
は
企
業
が
参
加
し
、
現
在
ま
で
に
、
航
空
宇
宙
、
電
子
機
器
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
等
の
セ

ク
タ
ー
向
け
に
三
〇
を
超
え
る
ス
キ
ル
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

訓
練
制
度
は
、
従
前
よ
り
機
敏
で
柔
軟
、
か
つ
革
新
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
真
に
効
果
的
な
生
涯
学
習

シ
ス
テ
ム
は
公
共
部
門
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い
。
関
係
者
の
強
い
連
携
が
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
。
生
涯
学

習
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
向
け
た
ス
キ
ル
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
、
誰
も
が
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
だ
。

SkillsFuture Singapore

（
Ｓ
Ｓ
Ｇ
）
副
最
高
経
営
責
任
者
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
教
育
省
管
轄
の
法
定
機
関
で
あ
る
Ｓ
Ｓ
Ｇ
で
、
継
続
教
育
・

訓
練
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
監
督
。
最
高
人
事
責
任
者
、
最
高
デ
ー
タ
責
任
者
を
兼
務
。
ま
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
工
科
大
学
非
常
勤
シ
ニ
ア
フ

ェ
ロ
ー
、
ア
ジ
ア
高
等
教
育
企
画
（
Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
代
表
も
務
め
る
。
香
港
科
技
大
学
（
Ｈ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
企
画
・
制
度
研
究
官
、
学
長
室
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を
経
て
現
職
。
専
門
は
人
的
資
本
、
教
育
、
ス
キ
ル
開
発
。
大
学
の
戦
略
的
・
学
術
的
計
画
や
制
度
の
有
効
性
評

価
等
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
も
定
評
が
あ
る
。
教
育
学
博
士
（
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
シ
エ
教
育
大
学
院
）。

マ
イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ン
（M

ichael Fung

）

Gratton, L., & Scott, A. J.〔2016〕

The 100-Year Life
Living and Working in an Age of Longevity

Bloomsbury Publishing

リンダ・グラットン、アンドリュー・スコット〔2016〕『LIFE SHIFT』
池村千秋 訳、東洋経済新報社
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識
者
に
問
う

職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
積
極
的
な
活
用
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
実
効
性
あ
る
仕
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 ủ
ֶ
ͼ
Ứ
Λ
Մ
ࢹ
Խ
す
る
仕
組
み
Λ
ࠜ

か
ͤ
る

ୢ
າ

ࢠ

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

主
任
研
究
員

本
で
社
会
人
の
学
び
・
学
び
直
し
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
仕
事

の
中
で
学
び
の
効
果
を
実
感
す
る
場
面
が
少
な
い
か
ら
だ
。
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な
ど
を
除
く
と
、
職
業
訓

練
・
教
育
を
受
け
る
こ
と
で
就
け
る
仕
事
が
見
つ
か
っ
た
り
、
給
与
が
上
が
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
も
な

く
、
学
び
に
投
資
す
る
時
間
や
金
銭
に
見
合
っ
た
、
効
果
や
リ
タ
ー
ン
が
見
え
づ
ら
い
。

　

一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
組
織
の
中
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
現
代
は
、「
キ
ャ
リ
ア
自
律
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
は
個
人

が
主
体
的
に
つ
く
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
時
代
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ

ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
日
本
で
は
、
一
斉
に
同
じ
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
が
多
い
。
枠
組
み
の
多
く
は
、
あ
ら
か
じ
め
学
ぶ
内
容
が
決
ま
っ
て
い
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
」
で
提
供
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
組
み
合
わ
せ
て
学
ぶ
「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
」
に
シ

フ
ト
さ
せ
る
。
ま
た
、
多
く
は
知
識
の
習
得
に
重
点
を
置
い
た
「
イ
ン
プ
ッ
ト
型
」
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。

日そ
れ
を
、
実
際
の
仕
事
で
活
用
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
」
に
変
え
る
。
学
び
を
矮

小
化
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
や
目
的
に
適
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

　

し
か
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
に
何
を
学
べ
ば
よ
い
か
分
か
ら
ず
に
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
自
分
に

ど
の
よ
う
な
学
び
が
必
要
か
、
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う
使
う
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型

や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
型
で
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
。
過
去
の
調
査
で
も
、「（
自
分
が
）
何
を
学
べ
ば
よ
い
か
が
分

か
る
」
と
答
え
て
い
る
人
は
三
割
以
下
だ
っ
た
（
注
）。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
コ
ー
セ
ラ

（Coursera

）
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
ー
ビ
ス
で
す
で
に
試
行
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
労
働
者
の
移

動
デ
ー
タ
の
解
析
か
ら
、
個
人
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
た
め
の
学
び
や
キ
ャ
リ
ア
展
望
を
示
し
、
推
薦

し
て
く
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
で
も
、
学
ぶ
内
容
や
学
び
方
、
時
間
の
選
択
肢
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
た
せ
、
学
び
と
キ
ャ
リ
ア

が
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
を
示
せ
ば
、
必
要
な
学
び
を
選
択
し
や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
主
任
研
究
員
。
働
く
こ
と
と
学
ぶ
こ
と
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
大
人

の
学
び
（
社
会
人
学
習
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）
を
中
心
と
し
た
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
や
学
校
と
の
共
同
研
究
、
文

部
科
学
省
や
経
済
産
業
省
に
て
委
員
を
務
め
る
。
こ
れ
ま
で
に
、『
社
会
人
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
』（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
、

二
〇
一
二
年
）、『「
創
造
す
る
」
大
人
の
学
び
モ
デ
ル
』（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
の
報
告
書
を
発
表
。
博

士
（
社
会
科
学
）。

辰
巳
哲
子
（
た
つ
み
・
さ
と
こ
）

佐藤学〔1999〕

学びの快楽
ダイアローグへ
世織書房

（
注
）リ
ク
ル
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
「
働
く
喜
び
調
査
」（
二
〇
一
七
年
）
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識
者
に
問
う

職
業
訓
練
や
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
積
極
的
な
活
用
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
実
効
性
あ
る
仕
組
み
に
す
る
に
は
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊


Ҭ
の
χ
ồ
ζ
に
Ԡ
͡
ͨ
ֶ
ͼ
Λ
、

େ
ֶ
が
ఏ
ڙ
す
る

ۅ
ݪ

จ

茨
城
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

講
師

城
大
学
で
は
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
開
始
し
た
。
そ
の
際
、
目
指
す
べ
き
社

会
人
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
大
学
、
企
業
、
地
方
公
共
団
体
の
三
者
が
意
見
交
換
す
る
場
で
あ

る
「
い
ば
ら
き
社
会
人
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
地
域
の
意
見
を
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。

　

社
会
人
向
け
の
学
び
直
し
の
教
育
と
し
て
、
従
来
型
の
公
開
講
座
を
主
と
し
た
「
オ
ー
プ
ン
コ
ー
ス
」、

環
境
や
多
文
化
理
解
と
い
っ
た
特
定
の
テ
ー
マ
や
自
治
体
な
ど
の
施
策
に
基
づ
い
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い

る
「
専
門
コ
ー
ス
」、
そ
し
て
個
別
に
内
容
を
作
る
「
カ
ス
タ
ム
コ
ー
ス
」
の
三
つ
を
設
置
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
カ
ス
タ
ム
コ
ー
ス
は
、
地
元
企
業
や
自
治
体
と
個
別
に
調
整
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
組
み
上
げ
る
と
い
う
も
の
だ
。
大
学
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上
で
、
カ
ス
タ
ム

さ
れ
た
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る
た
め
、
受
講
生
か
ら
高
い
満
足
度
を
得
て
い
る
。

　

例
え
ば
地
域
の
総
合
商
社
で
あ
る
関
彰
商
事
に
提
供
し
た
カ
ス
タ
ム
コ
ー
ス
は
、
事
前
に
、
同
社
の
課
題

や
戦
略
な
ど
を
丁
寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
地
域
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
把
握
す
る

茨手
段
を
学
ぶ
な
ど
、
幅
広
い
内
容
と
な
っ
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
提
供
す
る
よ
う
な
、
目
的
を
限
定
し
た

ハ
ウ
ツ
ー
の
実
務
研
修
で
は
な
く
、
学
問
を
通
し
て
自
ら
考
え
る
習
慣
を
根
付
か
せ
る
狙
い
が
あ
る
。

　

三
つ
の
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
で
あ
れ
、
大
学
が
提
供
で
き
る
基
礎
的
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
身
に
着
け

る
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
、
潜
在
的
に
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
受
講
生
が
求
め
て
い
る
の
は
、
仕
事
か
ら
離
れ
た

趣
味
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
資
格
取
得
や
転
職
、
再
就
職
の
た
め
で
も
な
い
、
現
在
の
自

分
の
仕
事
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
学
び
だ
。
例
え
ば
、
技
術
系
の
管
理
職
に
就
い
て
い
る
企
業
の

方
が
、
管
理
者
と
し
て
必
要
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
経
営
学
等
を
知
識
と
し
て
体
系
的
に
習

得
し
た
い
と
い
う
目
的
で
受
講
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
大
学
は
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
、
幅
広
い
科
目

を
提
示
し
て
応
え
て
い
け
る
。
受
講
生
か
ら
は
、「
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
働
き
方
が
変
わ
っ
た
」、「
職
場
内

の
協
働
の
質
が
上
が
っ
た
」、「
時
間
の
使
い
方
が
変
わ
っ
て
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
が
向
上
し
た
」
と
い

っ
た
声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

地
域
に
根
差
し
た
大
学
の
役
割
の
一
つ
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
通
じ
て
、
自
治
体
や
地
元
企
業
と
協
働

し
な
が
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
基
礎
的
な
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
行
政
や
産
業

界
と
力
を
合
わ
せ
、
将
来
の
茨
城
県
を
背
負
っ
て
い
く
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

茨
城
大
学
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
講
師
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
担
当
。
茨
城
大
学
が
二
〇
一
九
年
に
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

前
年
よ
り
開
講
準
備
に
従
事
。
地
元
企
業
や
自
治
体
に
も
頻
繁
に
足
を
運
び
な
が
ら
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
地
域
の
理
解
を
深
め
、
ま

た
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
上
げ
て
き
た
。
長
く
茨
城
県
立
高
校
の
教
員
を
務
め
、
茨
城
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
副
参
事
、

茨
城
県
立
大
洗
高
等
学
校
長
、
茨
城
県
立
水
戸
商
業
高
等
学
校
長
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
高
校
在
任
中
は
教
育
委
員
会
に
も
長
く
在
籍
し
、

ま
た
商
業
高
校
の
校
長
も
務
め
た
こ
と
か
ら
、
地
元
自
治
体
や
産
業
界
と
も
つ
な
が
り
が
深
い
。

桐
原
武
文
（
き
り
は
ら
・
た
け
ぶ
み
）

西野由希子・安江健・桐原武文・矢内結香〔2019〕

特別寄稿「茨城大学リカレント教育プログラム」の取組
『文部科学教育通信』No. 474
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データで 見る 「生涯学習」に位置づけよ
職業訓練・リカレント教育を

ԉαʔϏεɿར༻者ͷ推Ҡࢧब৬࠶ग़ʢ����ɺର(%1ൺʣεΣʔσϯ533ͷࢧͷެతࡦࢢͷ࿑ಇࠃ֤

注）�国が毎年シンガポール市民と永住権を持つ在住者を対象に実施しているアンケート調査。2019年は 1,767 人が回答。「職業別の訓
練参加率」は、1年間に仕事に関連する訓練を受けた人の割合。「平均参加日数」は、受講者当たりの平均訓練日数に訓練参加率を
乗じて算出。「個人事業主など」の原語は、「Working�Proprietors」。「全体の参加率」には、農林水産業従事者も含まれる。

出所）� Supplementary�Survey�on�Adult�Training,�Manpower�Research�&�Statistics�Department,�MOM�（2021年 1月13日アク
セス）を元に作成。

注）�「支援サービスの利用を開始した人」の中で、過去にも TRR の支援を受けたことのある人は、平均で年 14％程度。
出所）� TRRより提供。

γϯΨϙʔϧͷ৬܇ۀ࿅ͷࢀՃͱฏۉʢ����ʣ

注）�「仕事に関連した学習」は、仕事への貢献を目的とした成人による学習全般を示す。OJTやワークショップ・セミナーなども含まれ
る。表は 10か国を抜粋。＊は 2015年。

出所）� Richard�Desjardin�（2020）�OECD�Education�Working�Papers�No.�223�“PIAAC�Thematic�Review�on�Adult�Learning”
数値は Survey�of�Adult�Skills�（PIAAC）（2012,�2015）�Database のもの。

注）�「積極的措置」の「その他」の内訳は、「雇用インセンティブ」「保護及び援助雇用とリハビリテーション」「直接的雇用創出」「創業
インセンティブ」。「消極的措置」の内訳は、「失業または無業所得の補助・支援」「早期退職」。各項目の少数点第三位以下が処理さ
れているため、内訳を合算しても、計（A）・合計の数値とは一致しない。

出所）�OECD.Stat�（2017）、Public�expenditure�and�participant�stocks�on�LMP（2021年 1月19日アクセス）を元に作成。

Ճʢ����ʣࢀにؔ࿈ֶͨ͠शʯͷࣄͷʮࠃ֤

国名 参加率（％）
デンマーク 56
スウェーデン 53
アメリカ 50
カナダ 48

シンガポール＊ 48
イギリス 48
ドイツ 44

OECD平均 40
日本 35
フランス 30
イタリア 19

（人）

合計
（A+B）

積極的措置 消極的措置

計（A） 公共職業
サービス 職業訓練 その他 計（B）

デンマーク 3.03 1.95 0.39 0.46 1.09 1.08

スウェーデン 1.65 1.12 0.28 0.13 0.72 0.52

ドイツ 1.42 0.66 0.39 0.19 0.08 0.76

日本 0.30 0.15 0.07 0.01 0.07 0.15

アメリカ 0.24 0.10 0.02 0.03 0.04 0.14

（％）

（年）

（％）

（日）

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0 2010 2011 2012

0 80604020

0 5 10

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

起業
進学

再就職

支援サービスの利用を
開始した人

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
た
人

管理職・行政職

個人事業主など

専門職

準専門職・技能職

事務職

サービス職・販売職

熟練職

工場設備・機械操作員など

清掃者、非熟練労働者

SkillsFuture プログラム
開始前

2011–2013 年
職業別の訓練参加率（上目盛）

平均参加日数（下目盛）

ͷ推ҠگՃঢ়ࢀ

開始後
2017–2019 年

2014年
開始

全体の参加率�29.5％
日数�4.1 日

全体の参加率�48.1％
日数�5.2 日
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